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平成２８年（厚）第４２３号

平成２９年４月２８日裁決

主文

本件再審査請求を棄却する。

理由

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人（以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、後記第２の２記載

の原処分を取り消すということである。

第２　本件再審査請求に至る経緯

本件記録によると、本件再審査請求をす

るに至る経緯として、次の事実が認められ

る。

１　請求人は、退職共済年金及び老齢基礎

年金の受給者である。

２　厚生労働大臣は、平成○年○月○日付

で、請求人に対し、被用者年金制度の一

元化等を図るための厚生年金保険法等の

一部を改正する法律（平成２４年法律第

６３号。以下「年金一元化法」という。）

等の規定に基づき、請求人の退職共済年

金額を、平成○年○月分から○○○万

○○○○円に減額改定する旨の処分（以

下「原処分」という。）をした。

３　請求人は、原処分を不服として、標記

の社会保険審査官に対する審査請求を経

て、当審査会に再審査請求をした。

第３　請求人の主張

（略）

第４　当審査会の判断

１　年金一元化法は、昭和３１年６月以前

の旧三公社の加入期間（旧三公社の職員

として在職していた期間。以下「追加費

用対象期間」という。）に係る年金に要

する費用について、全額事業主が負担し

ている状況等を考慮して、世代間の公

平を図るため、追加費用対象期間を有

する共済年金受給者のうち、退職共済

年金と老齢基礎年金又は障害基礎年金

等の受給額の合計が一定の基準額（昭

和１３年４月１日以前に生まれた者は

２３３万９２００円、同月２日以降に生

まれた者は２３３万４５００円。以下

「控除調整下限額」という。）を超える者

を対象に、平成２７年１０月分から共済

年金の額を、追加費用対象期間部分の年

金額の２７％を減額（以下「２７％減

額」という。）した後の額、全年金額の

１０％を減額した後の額又は所定の最低

保障額のうちの最も高い額（減額幅が最

も少ない額）にまで、減額改定すること

を規定している。

そして、控除調整下限額の判定及び

２７％減額の算定に用いられる老齢基礎

年金等の範囲に関しては、以下のとおり

規定されている。

まず、年金一元化法附則第９６条によ

る改正後の国家公務員共済組合法の長期

給付に関する施行法（昭和３３年法律第

１２９号。以下「施行法」という。）第

１３条の２第１項は、追加費用対象期間

を有する組合員に対する退職共済年金の

額（「国民年金法の規定による老齢基礎

年金……が支給される場合には、これ

らの年金である給付の額を加えた額と

する。」）が控除調整下限額を超えるとき

は、退職共済年金の額は、当該額から当

該額（「国民年金法の規定による老齢基

礎年金が支給される場合には当該老齢基

礎年金の額のうち組合員期間に係る部分

に相当するものとして政令で定めるとこ

ろにより算定した額を……加えた額とす

る。」）を組合員期間の月数で除して得た

額の１００分の２７に相当する額に追加

費用対象期間の月数を乗じて得た額を控

除した金額とする旨を定めている。

また、被用者年金制度の一元化等を図

るための厚生年金保険法等の一部を改正

する法律の施行及び国家公務員の退職給

付の給付水準の見直し等のための国家公

務員退職手当法等の一部を改正する法律

の一部の施行に伴う国家公務員共済組合

法による長期給付等に関する経過措置に

関する政令（平成２７年政令第３４５号。

以下「政令」という。）第５６条は、国

民年金法の規定による老齢基礎年金の額

のうち施行法第１３条の２第１項に規定
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する組合員期間に係る部分に相当するも

のとして政令で定めるところにより算定

した額は、「同法第２７条本文に規定す

る老齢基礎年金の額に……割合を乗じて

得た額とする。」と規定している。

２　本件記録によれば、請求人は、共済組

合加入期間○月中の○月が追加費用対象

期間であり、平成○年度において退職共

済年金○○○万○○○○円と老齢基礎年

金○○万○○○○円（国民年金法第２７

条所定の基本額○○万○○○○円及び同

法第２８条所定の繰下げ支給による加算

額○○万○○○○円の合計を端数処理し

たもの。）の合計○○○万○○○○円の

年金給付を受けていたこと、厚生労働大

臣は、請求人の上記年金受給額が控除調

整下限額（２３３万９２００円）を超

えるとして、減額改定の対象とし、減

額幅が最も少ない２７％減額を適用し

て、請求人の退職共済年金額を○○○万

○○○○円に減額改定する旨の原処分を

したことが認められる。なお、老齢基礎

年金は減額にならないので、原処分後の

請求人の年金受給額は、退職共済年金

○○○万○○○○円と老齢基礎年金○○

万○○○○円の合計○○○万○○○○円

となった。

３　請求人は、老齢基礎年金の支給開始

を２年間繰り下げて支給を受けていた

ため、老齢基礎年金の受給額が○○万

○○○○円となっているが、控除調整下

限額の判定の対象となる老齢基礎年金は

繰下げ支給前の○○万○○○○円を基

準とすべきであり、これを基準とした

場合は、退職共済年金額と合計しても

○○○万○○○○円で、控除調整下限額

（２３３万９２００円）以下であるから、

減額改定の対象とはならないと主張して

いる（なお、原処分の２７％減額の計算

自体については争うものではないと解さ

れる。）。

しかしながら、施行法第１３条の２第

１項及び政令第５６条の規定によれば、

２７％減額の算定に用いられる老齢基礎

年金については、「国民年金法第２７条

本文に規定する老齢基礎年金の額に……

割合を乗じて得た額とする。」と規定さ

れており、国民年金法第２８条に規定す

る繰下げ支給の加算額が含まれないこと

を明記しているのに対し、控除調整下限

額の判定の対象となる老齢基礎年金につ

いては、「国民年金法の規定による老齢

基礎年金……が支給される場合には、こ

れらの年金である給付の額を加えた額と

する。」とされ、同法第２８条に規定す

る繰下げ支給の加算額を除外する旨の文

言はなく、かつ「給付の額」と規定して

いるのであるから、同法第２７条の老齢

基礎年金の基本額のほか同法第２８条に

規定する繰下げ支給の加算額を含めた現

実に給付されている老齢基礎年金の全部

を指すと解するのが自然である。

以上によれば、控除調整下限額の判定

に当たり、国民年金法第２８条の繰下げ

支給の加算額を含めた現実に給付されて

いる老齢基礎年金の全部を基準とするこ

とが法令の規定に違反するものとはいえ

ず、請求人の主張は理由がないというべ

きである。原処分に所論の違法はなく、

これを取り消すことはできない。

以上の理由によって、主文のとおり裁決す

る。
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